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1 はじめに
日常の業務を遂行する過程で多くの有益な情報が組織内に蓄積される。この情報が組織内で共同利用
できれば資源の節約と業務の効率化が図れる。そこで、今回は Web サーバーに模擬的なベータベース
を構築し、ユーザがクライアントのブラウザから特定の条件でデータベース情報を検索する技術を研修
したのでその成果を報告する。
2 データペースの設計
データベースとは、データベース管理システム (DBMS:Database Management System) と呼ばれ
るソフトウェアを通して蓄積されるデータの集まりのことである。複数のユーザ、が検索コマンドやアプ
リケーションを使用して、 DBMS 経由で集中管理された Data (データ) Base (基地)から自由にデー
タを検索したり、変更したりして利用できる。データベースの蓄積・整理方法(データ構造)によって
「階層型データベース(木構造データベース) J、「ネットワーク型データベース(網型データベース)J
及び「リレーショナル・データベース(関係データベース)J などに大きく分類される。現在最も普及
しているのがリレーショナル・データベース管理システム (RDBMS) である。
2.1 リレーショナル・データベース
これは、複数のテーブルのレコード聞を相互に関連付け、情報を管理するデータベースである。リレ
ーショナノレ・データベースの原型は、 1970 年に IBM 社の E.F.Codd が提唱した関係モデノレで、データ
を 2 次元の表で表したものとされている。データベースの作成は、まず情報を細かく分類した後、分類
された情報ごとのテーブルを作成し、テーブル聞に存在するレコードの関連付けを行う(図 1 参照)。
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図 1 リレーショナル・データベース
2.2 ER モデル (Entity/Relational Model) の作成
データベースの設計を行う手法として ER モデ、ルを作成する。 ER モデノレは P.Chen 氏により提唱さ
れた、実世界の意味上の関係を中心にデータ表現を行う考え方のことである。まず、業務をシステム化
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する上で必要なデータを洗い出し、利用の形態や管理対策を検討してテーブルのリストアップを行う。
例えば、人事データベースでは「職員」、「組織」、「配偶者j 、「業績j や「プロジェクト」などがテーブ
ノレ例として考えられる。各テープノレに主キーと外部キーを設定してテーブル聞の関連付けを検討する。
図 2 の ER ダイヤグラムは、人事データベースの ER モデルを図で表示したものである。この図から職
員テーブルと配偶者テープル聞は 1 対 1 に、組織テーブノレと職員テーブル聞は、ひとつの組織に複数の
職員が存在するため 1 対多に関連付けされることを表している。しかし、職員テープ、ノレとプロジェクト
テーブル間は、ひとりの職員が複数のプロジェクトを
兼務したり、ひとつのプロジェクトが複数の職員で構
成されることがある。すなわち、双方のテープノレに複
数の外部キーが存在することになり、テーブルのレコ
ード保守が非常に複雑になる。このような場合には、
テーブル聞に職員 ID とプロジェクト ID の関係をリ
ンクテーブノレ(中間ファイノレ)を入れて対処する。
2.3 霞計内容の検Eとレコードの正規化 図 2 ER ダイヤグラム
ER ダイアグラムが完成したら、データベースの設計内容を検証する。データベースの検証はデータ
の中から所定の検索条件に一致する語句や数値などを調べ、該当するものが正しく取り出せるかを確認
する作業である。検証の結果、必要に応じてデータベースの設計内容を修正して論理設計は完了する。
レコードの正規化とは、テープノレ内で同じ内容のフィー/レドが繰り返さないように 1 つの行を複数の
行に分割(第一正規化)し、主キーと主キーに完全に従属するフィーノレドだけのテープノレ(第二正規化)、
主キーと主キーに直接的に従属するフィーノレドだ、けのテープノレ(第三正規化)に分類・分割することで
ある。結局、主キーと主キーの完全かっ直接的に従属するフィーノレドだけを残し、 1 つのテーブルには
1 つの内容を含むテーブ、ルを作ることになる。正規化すると、同じ情報が重複して保存されないためデ
ータの更新(追加・削除・修正など)の処理を最小限に抑え、効率的なデータ管理が行える。
3 データペースの検索
3.1 SQL (Structured Query Language:構造化照会言語〉
SQL は、コンビュータ先進国アメリカの IBM社が開発したデータベース処理言語で、 RDBMS のデ
ータを操作や定義するために開発された言語である。ユーザは、データベースの構造や規模を考えずに
テープノレ名と表に含まれるフィーノレド名を知っていれば簡単にデータベースを操作することができる。
SQL の命令文は、データ定義言語 (DLL) とデータ操作言語 (DML) の 2 つの種類に大別できる。
データ定義言語は、テープ、ノレの作成、関連付けの設定、インデ、ツクスの作成、テープノレの削除などのデ
ータベース構造の管理に使用する。一方、データ操作言語は、テープノレに格納されているデータの検索、
追加、更新、削除などデータの管理に使用する。今回の研修では、時間的な制約もあって Web サイト
にあるデータベースから必要なデータ(レコード)を選択抽出する操作を主として学び、データの追加、
更新、削除などの操作についてはつぎの機会に行うことにした。
3.2 データの検索
データベースのテープ、ノレからデータを検索する SQLの命令文として SELECT ステートメントがある。
この命令文の処理に伴う細かい設定や様々な条件は、表 1 のような句を用いて指定する。 SELECT 句で
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特殊記号の"*"を指定すると全てのフィーノレド
が対象となる。又フィーノレドと数値定数のデータ
を利用して計算を行うことができる。 FROM 匂は、
検索対象のテーブル名を指定する。 WHERE 句の
抽出条件は、論理演算子や比較演算子が利用でき
る。更に、範囲指定の Between …And 演算子、
表 1 SELECT 文に指定する句の種類
匂 内 H廿..,. 
SELECT フィーノレド名を指定する
FORM ァーブノレ名を指定する
WHERE データの抽出条件を指定する
ORDERBY データのソート条件を指定する
リスト指定の In 演算子や文字列比較の Like 演算子が利用できる。 ORDERBY句のソート条件は ASC
(正順)又は、 DESC (逆順)を指定する。
4 文書ファイルの検索
Microsoft はa情報サーバーに Index Server をインストー
ノレすることで、HTML 形式の Web ページのほか、阻.croωft
Word や Microsoft Excel などのアプリケーションで作成さ
れた文書の検索が可能となる。図 3 のような検索画面から
検索条件を設定すると Web サイトの膨大な文書の中から
必要な文書を見つけ、その文書が自動的に HTML 形式の七
Web ページとして送信されクライアントに表示される。
5 ASP (Act i ve Server Pages) 
図 3 文書検索の画面
テキスト形式の HTML言語 (HyperMarkup Language) で記述された恥b ページは、単に文書フ
ァイノレをブ、ラウザに表示するだけであった。インターネットユーザの増加とともに、ユーザの時間や条
件によって Web ページに表示される情報が変化する仕組やサーバー管理者が Web ページを変更しなく
ても情報が更新される仕組が要求されてきた。 Microsoft は、このような動きのある恥b ページを実現
するために、 Web サーバーに ASP を実装してゲートウェイプログラムの実行環境を提供した。ゲート
ウェイプログラムは ASP ファイノレというテキストファイノレで作成する。 ASP ファイルは Web ページの
基本部分を HTML、サーバーサイトで実行すべきプログラムをスクリプト言語で記述する。ユーザが
ASP ファイノレを呼び出すと、ファイノレ内に埋め込まれたスクリプト言語部分のみが解釈実行され、結果
とし HTML が生成され Web ブラウザに返される。
6 Web ページの作成
6.1 ヂータベースの畳録
データベースを登録するには、「コントロールパネルj
ODBC アイコンを使用する。具体的には、「システムデ
ータソース」ダイアログボックスで「追加J ボタンをク
リックし、使用可能な ODBC ドライパの一覧から SQL 図 4 データソースの設定
Server を選択する。次に、 rODBC SQL Server セットアップ」ダイアログボックスにおいて、データ
ソース名、サーバー名、データベース名などの項目を設定する(図 4 参照)。
6.2 ASP ファイルの作成
データベースの検索は、 ASP ファイノレから ODBC 経由で、 Database Access コンポーネントを使用
する。今回は Connection オブジェクトとRecordSet オブジェクトを使用した。まずコンポーネントの
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ノレート・オブジェクトのインスタンスを
Server. CrateObject を使って作成する。そして
DBObj.Open メソッドをf吏用してデ、ータ・ソース
を指定する。次にデータベースに問い合わせる検
索内容を SQL の SELECT ステートメントで記述
する。 DBObj.Execute メソッドを使用して、定義
した SQL ステートメントを実行する。このとき、
RecordSet オブジェクトが作られ、問い合わせた
検索結果が入る。レコードを指定するポインタが
あり、最初は先頭のレコードを指している。それ
ぞれのフィーノレドの内容を操作するには
<HTML> 
<BODY> 
<% 
Set DBObj=Server. CreateObject("ADODB. Connection“} 
DBObj.Open "syokuinroku" 
SQLstm="SELECT * FROM 職員. . . . 
Set rs=DBObj.Execute(SQLStm) 
DoWhile (Not 陪.EOF)
R踊ponse.Write 陪.Fields('・氏名") & 11 : n 
R白ponse.Write 隠.Fields("所属") & "<br>・­
Rs.MoveNext 
Loop 
Set rs=Nothing 
%> 
</BODY> 
</HTML 
図 5 ASP ファイル(データベース検索部分)RecordSet の Fields コレクションを使用する。
カッコ内にフィーノレド名を指定すれば内容を取得することができる。 MoveNext メソッドを使ってポイ
ンタを次のレコードに移動する〈図 5 参照)。
文書ファイノレの検索は、 Query オブジェクトと
Utility オブジェクトを定義する。 Query オブジェ
クトの Query プロパティでクエリー条件、 SortBy
プロパティで並べ替え条件、 Columns プロパティ
で検索結果に返す情報などを指定する。 Utility オ
ブジェクトの AddScopeQuery メソッドで、検索
の有効範囲を指定する。 CreateRecordSet メソッ
ドで、レコードセットを作成する(図 6 参照)。
おわりに
仕事をする上で有効な資料が毎年蓄積される。ユーザ
<% 
Set Q=Server.CreateObject("i脳o.Query")
Set util=Server.C問ateObject('・ ixsso.util'・)
Q.Query=keyword 
Q.So同By="rank[d]"
Q.Columns="path" 
util.AddScopeToQuery Q，"/Myfil鴎・・J・deep"
Set RS=Q.CreateRecordSet("nonsequential") 
%> 
図 6 ASP ファイノレ(文書ファイル検索部分)
が膨大な資料から必要なデータを抽出することは大変
である。一方、学内においてもコンピュータネットワー
クが完成し、イントラネットの利用が可能となった。
今回の研修は、蓄積された多くの資料をデータベース
化し、ユ}ザ
速且つ的確に検索するシステムを想定して行つた。
研修の遂行にあたり、ご理解を頂いた小泉卓也教授、
谷口秀次助教授に感謝申し上げます。又、多くの助言を
頂いた水野広治技術専門職員にお礼申し上げます。
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